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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第56期
第２四半期
連結累計期間

第57期
第２四半期
連結累計期間

第56期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (千円) 7,044,136 6,544,601 14,037,666

経常利益又は経常損失(△) (千円) 66,431 △79,493 20,299

四半期純利益
又は四半期(当期)純損失(△)

(千円) 29,540 △101,697 △33,281

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △26,793 △105,553 △104,630

純資産額 (千円) 1,542,694 1,359,155 1,464,709

総資産額 (千円) 6,480,478 5,798,437 6,053,714

１株当たり四半期純利益金額又は
四半期(当期)純損失金額(△)

(円) 2.93 △10.11 △3.31

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 23.8 23.4 24.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 214,944 △119,687 361,591

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 13,665 △44,716 35,335

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △43,538 32,564 △280,463

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 954,918 729,993 865,395

　

回次
第56期
第２四半期
連結会計期間

第57期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日

１株当たり四半期純損失金額(△) (円) △1.45 △5.42

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第56期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、第57期第２四半期連結累計期間及び第

56期は、１株当たり四半期(当期)純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載を省略しており

ます。第56期第２四半期連結累計期間は、潜在株式が存在しないため記載を省略しております。

　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社において営まれている事業の内容につい

て、重要な変更はありません。

  また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

　

　当第２四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等

又は、前連結会計年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　なお、当社グループは平成22年３月期まで、３期連続して営業損失を計上し平成21年３月期末に借入金の

返済面で困難性が生じていたことから、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に

関する重要事象等が存在するととらえておりますが、継続企業の前提に関する重要な不確実性はないもの

と判断しております。

　詳しい内容については、「３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析　(6) 経営成績に

重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し」をご参照ください。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　
  文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子

会社）が判断したものであります。

(1) 経営成績の分析

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響によるサプライチェーンの混

乱や電力不足による生産活動の低下から回復傾向にあります。しかしながら米国経済の行き詰まりやギ

リシャでの財政危機に端を発した円高・株安が進行するなど景気の先行きは依然として不透明な状況

が続いております。

　このような状況の中、当グループにおきましては、営業面の強化に取り組み、収益性の向上に努めてま

いりましたが、海外拠点（中国）において人件費の高騰等よる製造コストの増加や円高の進行による為

替差損より利益面で損失を計上することとなりました。

　その結果、売上高は65億44百万円（前年同四半期70億44百万円）、営業損失は10百万円（前年同四半期

１億46百万円の利益）、経常損失は79百万円（前年同四半期66百万円の利益）、四半期純損失は１億１

百万円（前年同四半期29百万円の利益）となりました。

　セグメントの業績を示すと次のとおりであります。

　
(合成樹脂成形関連事業)

　国内におきましては、当社の主力であるOA機器部品、住設機器の売上高は減少しましたが、利益は堅調

に推移しました。

　海外におきましては、売上は伸びたものの人件費等の原価増があり、この結果売上高は56億32百万円

（前年同四半期60億67百万円)、営業利益４百万円（前年同四半期１億85百万円)となりました。

(物流機器関連事業)

　既存製品の見直しを行い収益アップに努めてまいりましたが、依然、価格競争が厳しく、この結果、売上

高は９億12百万円（前年同四半期９億76百万円)、営業損失14百万円（前年同四半期38百万円の損失)と

なりました。
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(2) 財政状態の分析

(資産)

　資産合計は57億98百万円となり、前連結会計年度末と比べ２億55百万円減少しました。これは主に、現

金及び預金が１億37百万円減少、受取手形及び売掛金が２億16百万円減少、商品及び製品、仕掛品等のた

な卸資産が１億35百万円増加、有形固定資産が93百万円減少したことによるものです。

(負債)

　負債合計は44億39百万円となり、前連結会計年度末と比べ１億49百万円減少しました。これは主に、支

払手形及び買掛金が２億９百万円減少し、短期借入金が72百万円増加したことによるものです。

(純資産)

　純資産合計は、13億59百万円となり、前連結会計年度末と比べ１億５百万円減少しました。これは主に、

利益剰余金の減少１億１百円によるものです。

(3) キャッシュ・フローの状況

(営業活動によるキャッシュフロー)

　営業活動の結果支出した資金は、１億19百万円（前年同四半期に営業活動の結果得られた資金は、２億

14百万円）となりました。これは主に、売上債権・仕入債務・棚卸資産等の増減で１億60百万円の資金

減少等の影響によるものです。

(投資活動によるキャッシュフロー)

　投資活動の結果支出した資金は、44百万円（前年同四半期に投資活動の結果得られた資金は、13百万

円）となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出42百万円によるものです。

(財務活動によるキャッシュフロー)

　財務活動の結果得られた資金は、32百万円（前年同四半期に財務活動の結果支出した資金は、43百万

円）となりました。これは主に、短期借入金の増加によるものです。

　これらの結果、当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の期末残高は、前連結会計年

度末に比べ１億35百万円減少し、７億29百万円となりました。

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更はありません。

(5) 研究開発活動

　該事項はありません。

(6) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当社グループの直面する課題は、営業利益を恒常的に黒字化し借入金の返済原資を安定的に確保する

ことであります。

　当社グループといたしましては、当期予算の着実な実行により営業利益の黒字達成は可能と認識して

おり、金融機関への弁済においても約定通りの履行はできるものと判断しております。

　従って、継続企業の前提に関する重要な不確実性はないものと判断しております。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 22,960,000

計 22,960,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成23年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成23年11月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 10,171,797 10,171,797
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は1,000株で
あります。

計 10,171,797 10,171,797― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年７月１日～
平成23年９月30日

― 10,171,797 ― 927,623 ― 785,132
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

永田紙業株式会社 埼玉県深谷市長在家198 2,500 24.57

明成物流株式会社 埼玉県深谷市長在家198 1,500 14.74

大和化工材株式会社 東京都墨田区業平5丁目5-17 370 3.63

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内1丁目1番2号 268 2.63

岩本宣頼 埼玉県川越市 240 2.36

美吉野化工株式会社 大阪府大阪市中央区松屋町住吉5番14号 215 2.11

岩本英親 東京都多摩市 166 1.63

森川正幸 大阪府大阪市中央区 165 1.62

第一生命保険株式会社 東京都中央区晴海1丁目8-12 160 1.57

株式会社ＹＰＫ 東京都千代田区内神田1丁目5-4 133 1.30

計 ― 5,717 56.20

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式　120,000

― ―

完全議決権株式(その他)
 普通株式

10,037,000
10,037 ―

単元未満株式
 普通株式

14,797
― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 10,171,797― ―

総株主の議決権 ― 10,037 ―

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式 67株が含まれております。
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② 【自己株式等】

　 　 平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
ヤマト・インダストリー
株式会社

埼玉県川越市大字古谷上
４２７４番地

120,000― 120,000 1.18

計 ― 120,000― 120,000 1.18

　

２ 【役員の状況】

　該当事項はありません。　

　

第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成23年７月１日

から平成23年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年９月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、監査法人不二会計事務所により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 874,945 737,443

受取手形及び売掛金 ※
 2,212,309

※
 1,995,479

商品及び製品 382,734 449,617

仕掛品 164,691 186,971

原材料及び貯蔵品 268,969 314,862

その他 116,961 173,577

貸倒引当金 △6,432 △30

流動資産合計 4,014,179 3,857,922

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 360,290 351,811

機械装置及び運搬具（純額） 403,707 351,485

土地 894,119 894,119

リース資産（純額） 43,085 28,143

建設仮勘定 21,394 3,393

その他（純額） 32,298 32,871

有形固定資産合計 1,754,896 1,661,824

無形固定資産

その他 27,070 21,745

無形固定資産合計 27,070 21,745

投資その他の資産

投資有価証券 117,289 116,533

その他 151,305 151,453

貸倒引当金 △11,027 △11,042

投資その他の資産合計 257,567 256,944

固定資産合計 2,039,535 1,940,514

資産合計 6,053,714 5,798,437

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,410,547 2,201,317

短期借入金 1,284,908 1,357,586

未払法人税等 13,219 9,224

その他 391,035 405,401

流動負債合計 4,099,710 3,973,529

固定負債

長期借入金 218,301 187,549

退職給付引当金 131,691 139,098

役員退職慰労引当金 66,360 69,840
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

その他 72,941 69,263

固定負債合計 489,294 465,751

負債合計 4,589,004 4,439,281

純資産の部

株主資本

資本金 927,623 927,623

資本剰余金 785,172 785,172

利益剰余金 △126,696 △228,394

自己株式 △22,562 △22,562

株主資本合計 1,563,537 1,461,839

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △3,579 △4,294

繰延ヘッジ損益 183 △24

為替換算調整勘定 △95,431 △98,364

その他の包括利益累計額合計 △98,827 △102,683

純資産合計 1,464,709 1,359,155

負債純資産合計 6,053,714 5,798,437
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

売上高 7,044,136 6,544,601

売上原価 6,107,248 5,817,676

売上総利益 936,887 726,925

販売費及び一般管理費

荷造運搬費 205,402 208,476

給料及び賞与 258,086 237,939

退職給付費用 27,630 22,195

貸倒引当金繰入額又は戻入額（△） 1,241 △6,402

その他 297,798 275,429

販売費及び一般管理費合計 790,159 737,638

営業利益又は営業損失（△） 146,728 △10,713

営業外収益

受取利息 208 182

受取配当金 814 173

受取賃貸料 3,301 2,222

その他 8,502 8,649

営業外収益合計 12,827 11,228

営業外費用

支払利息 36,072 31,194

為替差損 47,709 39,228

その他 9,342 9,585

営業外費用合計 93,124 80,008

経常利益又は経常損失（△） 66,431 △79,493

特別利益

固定資産売却益 － 24

関係会社清算益 49,830 －

投資有価証券受贈益 10,721 －

その他 161 －

特別利益合計 60,714 24

特別損失

減損損失 80,263 4,210

固定資産処分損 55 －

投資有価証券売却損 8,213 －

事業構造改善費用 1,277 16,165

その他 － 582

特別損失合計 89,809 20,957

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

37,335 △100,426

法人税等 7,795 1,270

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

29,540 △101,697

四半期純利益又は四半期純損失（△） 29,540 △101,697
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

29,540 △101,697

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 897 △714

繰延ヘッジ損益 △5,258 △207

為替換算調整勘定 △51,973 △2,933

その他の包括利益合計 △56,333 △3,856

四半期包括利益 △26,793 △105,553

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △26,793 △105,553
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

37,335 △100,426

減価償却費 140,003 122,313

減損損失 80,263 4,210

退職給付引当金の増減額（△は減少） 9,595 7,407

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,241 △6,387

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3,450 3,480

事業整理損失引当金の増減額（△は減少） △3,966 －

受取利息及び受取配当金 △1,023 △356

支払利息 36,072 31,194

為替差損益（△は益） △4,505 △510

固定資産処分損益（△は益） 55 10

固定資産売却損益（△は益） － △24

投資有価証券売却損益（△は益） 8,213 －

投資有価証券評価損益（△は益） － 556

事業構造改善費用 1,277 16,165

投資有価証券受贈益 △10,721 －

売上債権の増減額（△は増加） △306,268 192,976

たな卸資産の増減額（△は増加） 16,317 △139,841

仕入債務の増減額（△は減少） 245,970 △213,158

未払消費税等の増減額（△は減少） 56,861 △23,408

関係会社清算損益（△は益） △49,830 －

その他 △161 43,969

小計 260,179 △61,830

利息及び配当金の受取額 1,023 356

利息の支払額 △36,890 △32,950

法人税等の支払額 △9,161 △9,098

法人税等の還付額 1,071 －

事業構造改善費用の支払額 △1,277 △16,165

営業活動によるキャッシュ・フロー 214,944 △119,687

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △2,100 △2,100

定期預金の払戻による収入 4,200 4,200

投資有価証券の取得による支出 △503 △515

投資有価証券の売却による収入 59,587 －

有形固定資産の取得による支出 △35,221 △42,397

有形固定資産の売却による収入 － 60

貸付けによる支出 △300 －

貸付金の回収による収入 360 60

保険積立金の積立による支出 △11,016 △1,016

その他 △1,341 △3,006

投資活動によるキャッシュ・フロー 13,665 △44,716

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △3,676 88,140

長期借入金の返済による支出 △30,589 △44,498

リース債務の返済による支出 △9,272 △11,077

財務活動によるキャッシュ・フロー △43,538 32,564

現金及び現金同等物に係る換算差額 △13,860 △3,562

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 171,211 △135,401

現金及び現金同等物の期首残高 783,707 865,395

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 954,918

※
 729,993
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【追加情報】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」 (企業会計基準第24号 平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関

する会計基準の適用指針」 (企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日)を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

※  受取手形割引高は363,187千円であります。 ※  受取手形割引高は356,440千円であります。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

 ※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、

次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

現金及び預金 962,368千円 737,443千円

預入期間が３か月を超える
定期預金

△7,450千円 △7,450千円

現金及び現金同等物 954,918千円 729,993千円

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

調整額
四半期連結損益
計算書計上額合成樹脂成形

関連事業
物流機器
関連事業

計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 6,067,849976,2867,044,136 ─ 7,044,136

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

24,596 262 24,858△ 24,858 ─

計 6,092,445976,5487,068,994△ 24,8587,044,136

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

185,415△ 38,687 146,728 ─ 146,728

(注)  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

調整額
四半期連結損益
計算書計上額合成樹脂成形

関連事業
物流機器
関連事業

計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 5,632,118912,4836,544,601 ─ 6,544,601

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

35,209 10 35,219△ 35,219 ─

計 5,667,327912,4936,579,821△ 35,2196,544,601

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

4,033 △ 14,747△ 10,713 ― △ 10,713

(注)  セグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。

　
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりで

あります。
　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額
(△)

2円93銭 △10円11銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益又は四半期純損失(△)(千円) 29,540 △101,697

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純損失金
額(△)(千円)

29,540 △101,697

普通株式の期中平均株式数(千株) 10,053 10,051

　

２ 【その他】

　該当事項はありません。

　

第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年11月11日

ヤマト・インダストリー株式会社

取締役会  御中

　

監査法人 不 二 会 計 事 務 所

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    栗　　田　　尚　　宜    印

　
業務執行社員 　 公認会計士    川　　本　　弘　　文    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているヤマ
ト・インダストリー株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連
結会計期間（平成23年７月１日から平成23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１
日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損
益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レ
ビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
  四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。 
  当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ヤマト・インダストリー株式会社及び連結子
会社の平成23年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及
びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認めら
れなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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